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　昔，トランスピュータが出たときには，それを使ったシステムの話がわんさと語られた．

今のPCがもつGPUをコプロセッサとして利用する論文も多い．身近にやってきたマルチコ

アも，お役立ち機能としてまな板に上っているようだ．キーワードは並列処理．三人寄れば

文殊の智慧，というのは，皆が共通の目的に集中する場合の話．人数さえ集めれば仕事の能

率が上がる，わけではないことは，情報関係では常識であろう．ソフトウェア作りの現場で

は，一貫してメンバの組織化との戦いが続けられてきた，はずである．これがハードウェア

の話になると，個々の要素が従順なので協調行動をとらせるのが容易であり，投入した資源

の量にほぼ比例した能率向上が得られると期待される．素因数分解プロジェクトなどもあっ

た．マルチコアはさらに密な話．

　今月号の特集は「マルチコアを活かすお手軽並列プログラミング」で，松崎公紀がエディ

タ．複数のプロセッサ（コア）を並列動作させて効率を上げる話．データ並列とタスク並列

という，並列化に関する2つの考え方にもとづくライブラリや言語処理系の紹介．頻出パタ

ーンをマクロ化したスケルトンの話や，GCC，Java，Ruby などにおける並列処理記述の概

略が示される．ただし，この方面の研究者は「お手軽」にマルチコアを使えるようになった

らしいが，記事の難しさから見て，普通人が「お手軽」にプログラムを作れるわけではなさ

そう．

　今月号には小特集もある．「ソーシャルブックマークは進化し続ける！　～ソーシャルブ

ックマーク研究会の議論から」で，宮田高道，中川晋一がエディタ．個人個人が記録してい

るブックマークを利用者横断的に組織化して役立てよう，という話．例によってデータマイ

ニングも活躍する．「お前のモノは俺のモノ，俺のモノも俺のモノ」という“考え方”をジャ

イアニズムというのだそうだ．第一感とは違って，ドラえもんのジャイアンの言葉が由来と

のこと．

　「さあ，マルチコアプロセッサの時代です！」（吉瀬謙二）は，1つのチップ上に複数のプ

ロセッサ機能（コア）を載せたマルチコアのごく簡単な解説．もう少しアーキテクチャ的な

詳細が知りたいところではある．

　「ASP・SaaSの動向と普及促進の状況（後編）」（河合輝欣，堤田敏夫，横山義和）は，前

号からの続き．フロントオフィス（販売，営業など），バックオフィス（文書管理，給与事務，

会計など），およびグループウェア（情報共有，ワークフロー管理など）の業務でよく使われ

ているという．例によって標準化も1つのキーポイント．

　「新世代BIOS“UEFI”の構造と実装」（菅原清文）は，コンピュータの立ち上げ第1段階

で働くBIOSの新世代版の話．OSが上がる前の縁の下の力持ち的な存在だが，ブラウザベー

スの操作や機能のモジュール化，ベンダによるカスタマイズの容易さなど，ソフトウェア技

術満載らしい．

　「高速UWB（Ultra Wideband）通信の最新動向」（野田正樹）は，超高速，超短距離，低電

力が謳い文句の技術．国ごとに違う周波数軸の電力マスクの図や，ワイヤレスUSBなどの

キーワードが目を引く．

　「Computer History Museum訪問記」（発田弘）は，情報処理学会にも実物博物館を，とい

う進展がほとんどないアピールの実現へ向けての，アメリカのお手本の訪問記．その規模と

お金のかけ方に驚く．末尾の「我々のなすべきこと」の節が重い．

　「東海支部：産学の人的交流促進」（岩田彰）は，“学会支部シリーズ”の3回目．9月に行

われた電気関係学会東海支部連合大会での新機軸である産学連携タイムゾーンの紹介が詳

しい．首相の言ではないが，「地方」も元気だ． （Nimble Jack）
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